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<abstract> 

The aim of this paper is to characterize the nature of netspeak through the analysis of expressions of 

"laughter" in it. In this paper, we classified the expressions of "laughter" in 2channel and LINE by 

contrasting with the research of Hayakawa (2000), which analyzed expressions of "laughter" in spoken 

language. As a result of the research, there are much “laughter” of topic sharing in 2channel, and “laughing” 

for collision avoidance in LINE. We conclude that, emotional expressions in netspeak have norms 

according to each field of communication, and such norms come from the characteristics of the fields. 
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1. はじめに
 本稿の目的は、「打ち言葉」における「笑い」

表現（e.g., 「（笑）」「w」「草」）を語用論的に分析

することで、インターネット上の新規表現が、話

し言葉/書き言葉の性質のうちどのような特徴を

持つかについて明らかにすることである。ここで

「打ち言葉」とは、パソコンや携帯電話などの

CMC（Computer-mediated Communication）に

おいて用いられる、「話し言葉」に近い特徴を持

つ「書き言葉」である（松田 2006, 定延ら 2013）。 

 話し言葉と書き言葉の区別については、伝統的

に、話し言葉は感情関与的（involvement）、書き

言葉は感情分離的（detachment）であると言われ

てきた。しかし実際には両者の線引きは段階的な

ものである（メイナード 2000、定延 2014）。本

稿で扱う「打ち言葉」は両者の性質を併せ持つと

指摘されているが、具体的にどのような特徴がみ

られるかについては明らかにすべき点が多く残

されている。 

 本稿では、「打ち言葉」でやり取りされる場と

して「2ちゃんねる 1」「LINE」の二つを選び、こ

れらの場において表出される笑い表現を採集・分

析する。 

 笑いには（i）ユーモラスな状況に対する、無意

識的な反応としての笑い （ii）対人関係の調整の

ために、無意識的、もしくは意識的に産出する笑

い の二種類がある。話し言葉においては、（i）は

無意識的、（ii）は意識的に表出する傾向があるが、

（打ち言葉を含む）書き言葉においてはいずれの

笑いも能動的・意識的に産出する必要がある。と

ころが絵文字のバリエーションにおいては、「笑

い」「幸福」にまつわるものが多いほか（虎谷ら 

2011）、メッセージの末尾に絵文字を付加した際、

「悲しみ」「怒り」に比べ、「笑い」だけはメッセ
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ージ内容の信憑性が増すことが報告されている

（廣瀬ら 2014）。したがって打ち言葉においては、

笑いの使用が重要視されていると予想できる。 

本稿では打ち言葉における笑い表現を採集し、

話し言葉の笑いを分類した早川（2000）と対比さ

せることで打ち言葉における笑いの特徴づけを

行う。そして、その特徴が「2ちゃんねる」「LINE」

という場に起因していることを論じる。 

2. 先行研究
 実際の分析に入る前に、話し言葉における笑い

を扱った早川（2000）の研究について述べる。 

 早川は笑いを相互行為の一種であると位置づ

け、対人関係の調整を目的とした笑いの分類を行

なっている 2。分類は笑いの起こった文脈をもと

に行われ、Aタイプ（談話促進）、B タイプ（緊

張緩和）、C タイプ（会話継続）という三つの大

分類を提案している（詳細は後述）。次節では「2

ちゃんねる」「LINE」から採集した事例 3をこの

分類に従って分析する。 

3. 分析
 分析に入る前に、「笑い」の採集を行なった「2

ちゃんねる」「LINE」の特性について整理してお

く。表 1は、それぞれの特徴について、分析に関

わる点に絞ってまとめたものである。 

3.1 A タイプ（談話促進）の笑い
 Aタイプ（談話促進）の笑いは、笑いを通じて、

会話の参加者が同じ話題を共有していることを

確認するための笑いである。具体的には、笑いな

がら「ねえ、見て」と示す場合、それを受けて「わ

あ、すごい！」と笑う場合などがこれに当たる。 

表 1 「2ちゃんねる」「LINE」の特徴 

特徴 2 ちゃんねる LINE 

匿名性 高い 低い 

参加 

人数 

複数人（マス） 1 対 1、もしくは

顔見知りのグル

ープ 

公開性 誰でも閲覧可

能 

参加者以外には

非公開 

話題 提示されたトピ

ックについて展

開 

徐々に話題が移

り変わる 

記号 

など 

顔文字、AA（ア

スキーアート） 

絵文字、スタンプ 

 「2ちゃんねる」では、このタイプの笑いがス

レッドのタイトルに頻出する（e.g., 「この画像怖

すぎワロタ」「ロシアの女の子たち 可愛すぎワロ

タwwwww」「韓国のセブンイレブンが出してる

チキン弁当旨すぎワロタwwwww」）。「怖い」「可

愛い」「旨い」などに付加された笑いは面白おか

しさを表したものとは考えにくく、意味の漂白化

が起こっている。笑いの持つ「話題提示」の機能

だけが使用された例と見なすことができる。 

 一方「LINE」では、「笑ったわ 笑」という事例

が示す通り〈ユーモラスな状況に対する笑い表

現〉に〈話題共有の笑い〉を付加することができ

る。話し言葉では、機能が違う笑いを同時に産出

することは難しい。したがってこのケースは、書

き言葉特有であると言える。 

3.2 B タイプ（緊張緩和）の笑い
 B タイプ（緊張緩和）の笑いは、自分の領域に

関する情報を開陳したり、相手の領域に踏み込ん
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だりする際に付加することによって衝突を回避

するための笑いである。具体的には、「ここ一年

で 10kg太ったんですよ」と言いながら笑う場合、

「もっと早く家を出た方がいいんじゃないです

か？」と要求しながら笑う場合などがこれに当た

るほか、ほほえみながら挨拶をする場合も B タ

イプに含まれている。 

 「2ちゃんねる」では、「仲良くない友人の結婚

式の御祝儀 2万はおかしい？」というスレッドに

おいて、スレッドを立てた人物が「遊んだことも

なければ、相談もしたことない（笑）」などの形

で笑い表現を多用する事例が見られた。 

 一方「LINE」では、小説の感想を述べたあと、

次のメッセージで「ていうか唐突な内容でごめん

（笑）」と謝る事例、相手に対して「でもそうや

って種類を増やすとまた統一感が……」とアドバ

イスをしたあと、次のメッセージで「笑」のみを

送信する事例が見られた。また、「お疲れ様です！

笑」のように、挨拶に笑いを付加する事例も見ら

れた。 

3.2 C タイプ（会話継続）の笑い
 C タイプ（会話継続）の笑いは、言葉では反応

ができない/したくないが、会話のチャンネルは

継続したい場合の笑いである。具体的には、相手

から何か質問をされ、明確には答えたくないが会

話を終了させたくもない場合、相手の言葉が聞き

取れなかった/理解できなかったため、笑ってご

まかす場合などがこれに当たる。ただし発表時点

では、Cタイプに当たる例を採集することはでき

なかった。 

4. 考察
 以上の結果を踏まえて、まずは笑い表現の生起

位置について述べる。本稿で扱った笑いはすべて

文末に付加されていた。これは、間主観性を示す

表現は文の周辺部（左端、右端）に出現しやすい

（Traugott 2003, 2012）という傾向に一致する。

とくにAタイプ（話題共有）の笑いについては、

終助詞の「ね」と機能面での類似も見られた。 

 次に、笑いのタイプごとに用例の採集しやすさ

について述べる。Aタイプ（話題共有）の笑いは、

「2ちゃんねる」で頻出する。「2ちゃんねる」に

おいては、トピックを提示する形でコミュニケー

ションが開始する。そのため、笑いの持つ「話題

共有」の機能が特化して使用され、「怖すぎワロ

タ」のように接辞化した形で用いられている。一

方、「LINE」では会話を開始させるためのトピッ

クは面白おかしくなくてもよいため、会話開始時

に笑いは伴わないことが明らかになった。 

 B タイプ（緊張緩和）の笑いは、「LINE」で頻

出する。これは、「2 ちゃんねる」は匿名性が高

く、相手との衝突を回避しなくともよい一方で、

「LINE」は顔見知り同士のコミュニケーション

に用いられるツールであり、積極的に衝突を回避

する必要が生じるためであると考えられる。 

 C タイプ（会話継続）の笑いは、「2 ちゃんね

る」「LINE」ともに採集することができなかった。

これは対面コミュニケーションと違い、掲示板や

チャットアプリでは会話からの離脱、メッセージ

の無視、相手の次の反応を待つ等のストラテジー

が採りやすいためであると考えられる。 

 最後に、笑いの規範について述べる。笑いなが

ら話す状態をテキストで表す場合、原理的には、

左端や 1 音ごとに笑いのマーカーを挟み込んで
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もよい。また、顔文字や絵文字など、どの形を使

ってもよい。しかし実際には、特定の場で特定バ

リエーションが用いられ、文末に笑いが付与され

ている。規範が場ごとに異なる理由としては、コ

ミュニケーションの目的の違い（話題が焦点/話

すこと自体が焦点）、参与者の匿名性、入力環境

やプラットフォーム（パソコンのキーボードから

絵文字を入力するには手間がかかる）などが挙げ

られる。 

5. 結論
本稿では「打ち言葉」における笑い表現を分類し

た。その結果、使用用途に関しては話し言葉と共

通の性質が見られ、文法面では書き言葉特有の変

化を起こしていることが明らかになった。ただし

「打ち言葉」においては、相手を攻撃することを

意図した嘲笑の笑いに特化した表現、スタンプの

使用など、本稿で扱えなかった現象も多く存在し

ている。今後はこれらの例も含めて、より検討を

進める必要がある。 

注
1) 現在は「5ちゃんねる」に名称変更。本研究の

分析対象としては、「おーぷん２ちゃんねる」

や 2chまとめサイトも含む。

2) 早川（2000）では、ユーモラスな状況に対する

反応としての笑いは考察対象外としている。

3) 本稿で扱った「LINE」の事例には、発表者自

身が参加しているデータも含まれる。これは、

参加者以外には非公開であるというアプリケ

ーションの性質上、発表者が参加していない

会話データを採取することが難しかったため

である。
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